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日本の気候変動に関する観測結果（過去～現在）と将来予測（未来）をまとめた資料
• 文部科学省と気象庁が、有識者の助言を受けて作成

• 主な内容
• 日本とその周辺における 各要素（気温、降水、雪、熱帯低気圧、海面水位、
高潮など）の観測結果 と将来予測

• 2℃上昇シナリオ（パリ協定の2℃目標を達成する将来）
4℃上昇シナリオ（追加的な緩和策を取らない将来）の各シナリオに基づく将来予測
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「日本の気候変動2025」の紹介

愛知県版リーフレット

「日本の気候変動2025」の資料構成
• 概要版（PPT／PDF形式、25枚）
• 本編（約100ページ）,
• 詳細編（約400ページ）
に加えて都道府県別リーフレットも掲載
また、補助資料として解説動画や素材集もご用意

「日本の気候変動2025」公開ページ
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html

気候変動対策の立案・決定、普及啓発活動などにご活用ください

執筆担当：気象庁、気象研究所、気象大学校
国内の研究所、大学等の専門家
国交省や関係府省、県等の気候変動担当者

「本編」表紙

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html
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気候変動と大気・海洋の諸要素の変化

出典：文部科学省及び気象庁「日本の気候変動2025 －大気と陸・海洋に関する観測・予測評価報告書－」
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気 温 【 将来予測】

出典：文部科学省及び気象庁「日本の気候変動2025 －大気と陸・海洋に関する観測・予測評価報告書－」
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「日本の気候変動2025」の紹介
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日本の気候変動2025「概要版」PDF P.25

出典：文部科学省及び気象庁「日本の気候変動2025 －大気と陸・海洋に関する観測・予測評価報告書－」



詳しくは気象庁ホームページをご覧ください
ホーム＞知識・解説 ＞気象の観測 > デジタルアメダス
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/digital-amedas/kaisetsu.html
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｢デジタルアメダスアプリ」

▼ アイコン

iPhoneを
ご利用の方

Androidを
ご利用の方

次の二次元コードから
ダウンロードできます

▼トップ画面



気象データの地図表示

予測データ

地点登録・管理

海洋データもあります

積算温度の表示：期間･閾値を設定

ぜひご活用ください！
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｢デジタルアメダスアプリ」



4℃上昇
シナリオ

による予測

 工業化以前の気候で「100年に一回の高温」は、 4℃上昇時の気候では100年に約99回発生すると予測
 一方で、 4℃上昇時の気候における「100年に一回の高温」に相当する気温は、工業化以前の気候で
の「100年に一回の高温」の気温と比べて約5.9 ℃上昇すると予測 (いずれも全国平均)

詳細編図4.2.15 100年に一回の極端な高温の発生頻度の変化
（工業化以前との比較）

現象の
年間発生
確率

工業化以前

温暖化後

多い少ない
低確率

高確率

（気温）

（頻度）

高い気温の現象ほど発生頻度が小さい
高い低い

20世紀末 1.5℃上昇時 2℃上昇時 4℃上昇時

詳細編図4.2.16 100年に一回の極端な高温の強度の変化
（工業化以前との比較）

20世紀末 1.5℃上昇時 2℃上昇時 4℃上昇時

発生頻度の増加
同じ気温で見ると、発生頻度が増加

気温の上昇
同じ発生頻度で見ると、気温が上昇

IPCC第6次評価報告書 第1作業部会報告書 FAQ 11.3に加筆

東海地方 頻度(回) 上昇温度(℃)
工業化前以前 1 ―
20世紀末 11 (9-12) 1.2 (1.0-1.4)
1.5℃上昇 41 (38-43) 2.1 (1.9-2.2)
2℃上昇 72 (71-74) 3.0 (2.8-3.1)
4℃上昇 100 (100-100) 6.1 (5.9-6.4)
日本の気候変動2025「詳細編」4-2 P.85 8
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気温【将来予測】詳しくは：日本の気候変動2025「本編」4-2
100年に一回の高温の将来変化



20世紀末 1.5℃上昇時 2℃上昇時 4℃上昇時 20世紀末 1.5℃上昇時 2℃上昇時 4℃上昇時

日本の気候変動2025「詳細編」5-2 P.133

工業化以前の気候で「100年に一回の大雨(日降水量)」は、4℃上昇時の気候では100年に約5.3回発生する予測
一方で、 4℃上昇時の気候での「100年に一回の大雨」の日降水量は、工業化以前の気候での「100年に一回
の大雨」の日降水量と比べて約32%増加すると予測

詳細編 図5.2.17 100年に一回の極端な大雨（日降水量）の発生頻度
の変化（工業化以前との比較）

詳細編 図5.2.18 100年に一回の極端な大雨（日降水量）の強度の変化
（工業化以前との比較）

 極端な大雨：全国平均ではいずれのシナリオでも発生頻度増加
 年降水量：確かな変化傾向は確認できない
 初夏（6月）の梅雨降水帯は強まると予測される

一般に予測対象の空間スケールが小さいほど、
予測の不確実性が大きくなることに注意が必要

東海地方 頻度(回) 強度変化(％)
工業化前以前 1 ―
20世紀末 1.5 (1.0-2.0) 6 (-1-13)
1.5℃上昇 2.1 (1.5-2.7) 10 (3-17)
2℃上昇 2.6 (1.9-3.2) 16 (7-24)
4℃上昇 4.2 (3.4-5.0) 28 (18-37)
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降水【将来予測】詳しくは：日本の気候変動2025「本編」5-2
100年に一回の大雨の将来変化
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